平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　 eq \o\ac(□,新)豊かな生物相再生事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　地球環境課　水環境担当　                         

電話番号：058-272-1111（内2698）
   

E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp 　　　　　　　　　　　　　　　
	事業費


　要求額：7,965千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・県内６９水域において、水生生物保全の環境基準に関する類型指定を行う。　　　　
・平成１６，１７年度に作成した水質評価指標を用いた水生生物調査を行い、水生生物等の状況をわかりやすく県民へ情報提供を行う。
 ・岐阜県の豊かな清流の生き物に対し県民の関心を高め、清流保全の意識向上を図る。
　
	２　所要経費


類型指定のための調査費等　　7,965千円
	　これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

	２　これまでの取組状況


・河川等の環境基準は人の健康や生活環境に関するものとしており、流域ごとの水道水源、農業用水等の利用の方法に従い６９の流域で指定しているが、岐阜県内では、木曽三川を除き、水生生物保全のための類型指定が実施されていない。
・平成１６，１７年度に県民誰もがわかりやすい指標として、水生生物のための水質評価指標の作成を実施した。
・清流の国づくりを目指す象徴として、水生生物の保全のための類型指定及び水質評価を進めていく必要がある。
	３　これまでの取組に対する評価


・調査結果をもとに類型指定を行う。次年度以降、県内の流域ごとに委託調査を実施し、翌年度に県環境審議会へ諮問する。
・環境基準の基準値を満たさない水域では、排水基準の対策を強化し、水生生物が生息しやすい環境に改善していく。

・水質評価指標による評価結果を県民に情報提供し、「県民による河川調査」、「清流調査隊による生活排水対策」の活動に利用していく。

	決定額の考え方


　他の類似事業の実績を踏まえ、所要額を計上します。

	要求額の財源内訳（単位：千円）
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